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はじめに (2/27)

 このテキストは、これから不明

水対策に取り組もうとしている

自治体の下水道担当者に向けた、

実務のヒントに関するご案内で

す。

 不明水問題は、40年以上も前か

ら知られており、不明水が原因

の多量降雨時や灌漑時期に発生

する計画以上下水流入やマン

ホールからの溢水などは、多く

の自治体で経験されています。

 これまでの様ざまな対策にもか

かわらず、不明水問題は現在も

なお十分には解決されていませ

ん。

 ここではその理由も含め、具体的な

対策実務について解説しています。

 もとよりそれぞれの下水道管路施設

は、経過年数だけではなく、建設時

期の施工技術や材料、施工業者の質、

オリンピックや万博などで下水道の

普及を急いだ時代的な品質背景など、

異なる条件下にあって、不明水のあ

り様は一様ではなく、その対策もさ

まざまで、結果として事業効果・効

率の悪い対策を多く経験しています。

 このテキストには、多くの失敗経験

から得たヒントがちりばめられてい

ます。ぜひ不明水対策の実務にお役

立てください。
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1. 不明水とは、一義的には処理場流入

下水から有収水量を差し引いたもの

(下水道統計)

Ⅰ.不明水とは？ (3/27)

流
入
下
水

汚水

不明水

有収水
-(製品転化分)

雨天時浸入水

常時(地下水)
浸入水

その他の不明水

直接浸入水＋浸透浸入水

地下水浸入水

海水浸入水

用水浸入水

融雪浸入水

その他水道漏水流入他

人為放流
(放雪、庭浸水排除他)

バイパス放流
(誤接合ではない)

無断接続
(無届けの事業排水や工場排水)

2. 不明水は、①雨天時浸入水、②常時

浸入水、③その他の不明水、で構成

されます

不明水の構成図 © 20
17
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Ⅰ.不明水とは？ (4/27)

雨天時浸入水の経路図

3. 雨天時浸入水は、①直接浸入水(誤接

や水密性不良により屋根や敷地地表付

近から流入するもの)と、②浸透浸入

水(敷地内

の雨が降雨後浸透し管路施設の水密性

不良個所から流入するもの)で構成され

ます
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4. 常時浸入水は、雨天時浸入水を除い

た、常時または定期的な浸入水全般

を意味し、①地下水浸入水、②灌漑

用水浸入水、③高潮時海水浸入水、

④融雪浸入水等があります

5. その他の不明水には、①主に緊急避

難を目的としたバイパス接続流入、

②有収水量にカウントされない事業

排水や工事排水、③水道漏水流入等

の他企業からの流入、下水に接続す

る露天洗浄場排水、天蓋が不十分な

露天のオイルトラップなど、誤接か

どうかはっきりしないものなどがあ

ります

Ⅰ.不明水とは？ (5/27)

地下水浸入水の事例
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1. 流域負担金が増えます

 流域関連公共下水道では、流域

接続点流量計の検針値で流域負

担金が計算されている場合、不

明水が多いと流域負担金が増え

ます

2. 処理・維持管理コストが増えま

す

 不明水が多い開発団地の接続に

ともなう、計画量以上の急激な

処理、ポンプ場の過負荷運転経

費の増大は多くの自治体で経験

されています

 不明水が引き込む土砂堆積とを

原因とする、浚渫費等の管路施

設維持費が増大します

 その他の不明水により、不必要

な処理コストが発生します

Ⅱ.不明水を放置すると (6/27)

マンホール管口の土砂堆積
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3. 下水処理品質が低下します

 流入量が過負荷になると、対応

処理が追い付かなくなって、運

転経費が増大し処理場放流水質

の悪化を招きます

 バイパス放流回数が増え、放流

先環境に悪影響を与えます

4. 溢水(浸水)が発生します

 溢水箇所周囲が汚損し、不衛生

になります

 マンホール蓋の飛散を招き、2次

災害の原因になります

 トイレから汚水が逆流噴噴出し、

重大な住民トラブルが発生しま

す

Ⅱ.不明水を放置すると (7/27)

 コミプラ、集中合併浄化槽、処

理場、ポンプ場等が汚損され、

機能不良になります

 緊急放流管(バイパス)を敷設する

必要性が生じかかる建設費が発

生します

マンホールからの溢水
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Ⅱ.不明水を放置すると (8/27)

マンホールからの溢水
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5. 管路周囲の空洞化や道路陥没が

生じます

 取付管周囲の陥没が多く見られ

ます

 道路陥没により、人身事故や交

通障害が発生します

 大規模な陥没になれば、交通麻

痺や建物損壊など、都市機能に

重大な影響を与えます

6. 管路施設の短命化を促進します

 土砂を引き込む浸入水は管路周

囲の空洞化を促進します

 空洞化は、管路不陸蛇行の原因

になります

 不陸蛇行は、汚泥や土砂堆積、

汚水滞留の原因になります

Ⅱ.不明水を放置すると (9/27)

 陥没事故は、管路施設自体を損

傷します

空洞化と道路陥没

不陸蛇行の様子

© 20
17

 　
 P
en

to
ug

h 
Cor

p.



1. 削減したい浸入水の種類と、対

策箇所がマッチしないと削減効

果は期待できません

 雨天時(直接)浸入水を削減するた

めには、地表付近にある管路施

設(排水設備、公共桝、側溝、人

孔地上部)の誤接続解消と水密性

確保をする必要があります

 雨天時(浸透)浸入水を削減するた

めには、本管だけではなく取付

管の水密性確保が必要です

 常時浸入水(主として地下水)を削

減するためには、対策後に地下

水位上昇による別箇所からの浸

入があることを予め削減計画に

含める必要があります

Ⅲ.不明水対策が困難な理由 (10/27)

2. 排水設備対策問題

 対策費を住民が負担することは

困難です

 誤接は住民の責任？

 宅内路地や庭地にたまった雨水

の排除

 宅桝管口や調整目地の施工不良

 汚水桝の有孔蓋

 誤接を解消すれば、大半の雨天

時浸入水は解消できる？
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Ⅲ.不明水対策が困難な理由 (11/27)

誤接調査と配管系統図 © 20
17
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Ⅲ.不明水対策が困難な理由 (12/27)

誤接宅地統計

# 調査年月 都市名 調査宅地数 誤接宅地数 誤接率[ %]
誤接による

雨水浸入率[ %]

1 2006. 01 Ａ市 155 13 8. 4 48. 1

2 2005. 12 Ａ市 142 1 0. 7 -

3 2005. 11 Ｏ市 102 4 3. 9 -

4 2005. 02 Ｔ市 448 8 1. 8 -

5 2005. 01 Ｔ市 233 17 7. 3 -

6 2003. 10 Ｍ町 366 13 3. 6 -

7 2003. 10 Ｋ市 863 113 13. 1 -

8 2003. 09 Ｔ市 121 31 25. 6 -

9 2003. 09 Ａ市 67 4 6. 0 -

10 2003. 03 Ｆ市 275 18 6. 5 -

11 2003. 03 Ａ市 632 40 6. 3 -

12 2003. 03 Ｒ町 68 26 38. 2 -

13 2003. 03 Ｋ町 142 15 10. 6 -

14 2002. 11 Ｏ市 135 0 0. 0 -

15 2002. 09 Ｋ市 433 13 3. 0 -

16 2002. 09 Ｓ市 198 3 1. 5 -

17 2002. 03 Ｉ市 48 3 6. 3 -

18 2002. 03 Ｔ市 1205 49 4. 1 5. 0

19 2002. 02 Ｕ市 445 25 5. 6 32. 6

20 2001. 10 Ｓ市 133 4 3. 0 -

21 2001. 10 Ｓ市 132 4 3. 0 -

22 2001. 03 Ｕ市 363 31 8. 5 11. 0

23 2001. 03 Ｔ市 979 8 0. 8 -

24 2001. 01 Ｍ町 275 35 12. 7 -

25 2000. 12 Ｉ市 286 10 3. 5 -

26 2000. 03 Ｕ市 834 58 7. 0 19. 8

27 2000. 01 Ｋ市 100 10 10. 0 19. 4

28 1999. 08 Ｔ市 159 1 0. 6 -

29 1999. 03 Ｕ市 264 12 4. 5 -

30 1998. 02 Ｈ町 107 29 27. 1 -

31 1997. 03 Ｉ市 218 11 5. 0 -

32 1996. 03 Ａ市 684 18 2. 6 -

10612 627 5. 9

38. 2 48. 1

0. 0

雨水浸入率：流出係数0. 9とした場合の誤接による雨水浸入量( 引受面積より計算) / 地区の雨水浸入量

合計

最大

最小

誤接宅地比率集計結果
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3. 公共桝・取付管対策問題

 未供用取付管は浸入水の温床です

 開削交換か更生か薬注か悩ましい現

場条件

 私有地にあるオーバーレイ公共桝

 道路管理者下にある歩車道の公共桝

Ⅲ.不明水対策が困難な理由 (13/27)

4. 直しても減らない地下水浸入水問

題

 直すと地下水位が上がって他へ回る現

象

 本管周りの対策だけでは元の木阿弥で

す

 スポット対策だけでは、不効率で事業

が頓挫することが多い

対策による地下水位の上昇
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5. 緊急避難管(バイパス)問題

 バイパスは緊急避難用として建設され

ることがほとんど

 浸入水削減よりも溢水対策を優先しま

す

 浸入水削減対策では緊急対応が困難

 建前で隠しても問題は解決しません

Ⅲ.不明水対策が困難な理由 (14/27)

緊急避難管

6. 補助事業範囲からくる制約

 本管と人孔管口だけの更生でよい？

 取付管対策は補助対象？

 事業効果定量調査は補助対象？
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Ⅳ-1 悪いところ全てを直す訳ではない

1. 控除不明水という考え方

 30mm程度の降雨時時を想定し

た雨天時浸入水は、処理能力(計

画平均汚水量の2倍)までは維持

管理対象で修繕改築対象ではな

い

 100mmを超えるような災害レベ

ルの降雨時はリスク回避をベー

スに考えるのが現実的

 常時浸入水は、地下水流入とし

て計画平均汚水量の20％までは

想定されており、削減対象とは

認識されていない

 修繕・改築対象はこれら控除不

明水を超える不明水が対象であ

ると考えれば、経済合理的な対

策が見えてくる

Ⅳ.事業としての不明水対策 (15/27)

雨水混入率の説明図

計画原単位として見込まれる地下水比

出典：下水道施設計画・設計指針と解説 全編
-2009年度版- ㈳日本下水道協会 P.38
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Ⅳ-2 不明水削減以前のリスク対応

1. リスクマップをつくりましょう

 溢水(浸水)および滞留・閉塞・浚渫

位置と時系列記録

 道路陥没位置と時系列

 発生事故の重大性や2次災害への波

及性をもとにした分類

2. 不明水削減よりリスク回避が先

です

 拡径、バイパス、貯留、ポンプ排

水工事による溢水改善

 合流式下水相当で考える、緊急避

難管という選択肢(環境影響評価を

もとにした対応)

Ⅳ.事業としての不明水対策 (16/27)

雨天時浸入水を雨水とみなした
流出解析

日本水工設計株式会社資料より

施設増強のシミュレーション
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1. できることから不明水の全体像

を把握しましょう

 処理場やコミプラのへの流入量

が把握できるなら、日量ベース

で良いので調べて不明水の程度

を調べます

 コミプラ、ポンプ場、マンホー

ルポンプでは、ポンプ稼働時間

や稼働回数から、わかる範囲で

不明水の概要を把握してくださ

い

2. 不明水マップを作りましょう

 水位スクリーニング：対象地区

全域の主要幹線や開発団地出口

管等に圧力チップを仮設して、

晴雨天の水位変化から不明水が

多いとみられるルートや区域を

絞り込みます

Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (17/27)

圧力チップ調査図
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 不明水が多いと目されるルート

や区域では、実測流量で補正し

た流量計算、または流量調査を

行い、不明水を定量します

 不明水の定量評価に基づいて控

除不明水を超える要対策区域を

特定します

 Dr.TCBMによる雨天時浸入水分

布マップから展開する方法も有

効です

 管内貯留域では不明水を定量で

きないのでその区域を確かめて

おきましょう

Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (18/27)

不明水ＭＡＰ参考図
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Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (19/27)

Ｄｒ．ＴＣＢＭマップ
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3. その他不明水をなくしましょう

 事業排水有収量の適正化

 他企業流入の適正化(水道漏水箇

所、工事・事業排水の無断接続、

農作物露天洗浄排水経路、冷凍

海産物の解凍排水経路の適正化、

グリストラップ蓋箇所からの雨

水流入対策等)

 バイパス流入の適正化(庭池越流

水、事業排水、農業用水、小河

川・運河、貯水池等の実態)

Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (20/27)

4. モデル地区で実際に対策をして

事業効果を確かめてください

 控除不明水量を超える、モデル

ルートや区域を複数選択(異なる

供用住居区分)します

 モデルは単年度予算で処置でき

る小さな規模に絞り込みます

 詳細調査でモデル地区の改善箇

所を特定し、部位ごとに段階的

に補修しながら、事業効果を定

量してください

 有効な調査と対策工事関する情

報を収集してください
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Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (21/27)

詳細調査図
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Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (22/27)

段階補修定量のフロー 流量調査図

© 20
17

 　
 P
en

to
ug

h 
Cor

p.



Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (23/27)

事業効果の計算書
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6. 全域の不明水対策策定

 原則、控除不明水以上の発生地

域が対象

 区域ごとの不明水の順位評価に

基づいて、順次、詳細調査と対

策工事、事業効果判定調査を行

います

 所定の事業効果が認められない

時点で終了します

Ⅴ.具体的な不明水対策の手順 (24/27)

全域の不明水パレート図
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1. リスク回避が先、浸入水削減は

後です

2. その他不明水削減が先、浸入水

削減は後です

3. スクリーニングで不明水の分母

を調べましょう。建設年度には

かかわりなく、健全であるとい

う情報をそうでない情報と等価

で調べてください。これは、ア

セットマネジメントで用いる資

産価値定量の観点からも必要不

可欠です

4. 控除不明水を超える区域・ルー

トだけをピックアップし、対策

順位と範囲を検討します

Ⅵ.不明水対策のポイント (25/27)

5. 適当な検討にもとづく特定箇所

だけの調査・対策は、かえって

不経済です

6. 小さなモデル地区で実際に対策

をして、どんな対策が事業とし

て有効なのか確かめましょう。

改善を視野に入れない調査は無

駄です

7. 控除不明水を超える不明水の軽

減に的を絞ると、対策実務と期

待できる事業効果が現実味を帯

びてきます
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不明水対策は、今後、溢水・浸水対策、陥没事故対策、

包括委託における総合管理対策に名前を変えてゆくかも

しれません。

形は変わっても不明水が下水道経営を圧迫することは

明白で、その経済合理的な削減は、下水道インフラのス

トック・アセットマネジメントにおいても重要課題であ

り続けるでしょう。

おわりに (26/27)
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ご清聴ありがとうございました。

お わ りに（27/27）
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